
ディスプレイの白い領域に、短い単語の羅列を打ち込む。それだけで、数時間かけて推敲していたはずの業
務報告書が、一瞬にして隙のない美しい文章へと組み上がっていく。

画面に並ぶ文字群は、自分が書くどんな言葉よりも正確で、礼儀正しく、説得力に満ちていた。送信ボタン
を押す。相手からの返信は数分後に届き、そこには完璧な評価と感謝が記されていた。

業務への生成システム導入は、まさに劇的な革命だった。

かつては企画書を一枚書くのにも、言葉の選定に悩み、文脈の繋がりに頭を抱え、脳を酷使する感覚があっ
た。会議での発言内容を考えるだけで、終業時には頭の奥が重く痺れるような疲労感に苛まれていたものだ
。残業は当たり前で、帰宅する頃には気力を使い果たしていた。

しかし、システムに思考のたたき台を投げ、出された解をそのまま採用するようになってから、すべての摩
擦が消え去った。

悩む必要がない。言葉を探す必要がない。指示を出し、出力された完璧な解答を選択するだけで、仕事はか
つてない速さと精度で完結していく。残業は完全にゼロになり、周囲からの信頼と実績だけが跳ね上がって
いった。

自分が脳のリソースを割いて迷ったり悩んだりすること自体が、圧倒的な損失であり無駄だったのだ。思考
のコストを削ることこそが唯一の正義であり、正解なのだと、確固たる万能感が身体を満たしていった。

その確信は、やがて仕事の枠組みを越えて膨らみ始めていく。

ある夜、自室のデスクで PCに向かいながら、ふと自分の生活全体を見渡した。

明日着ていく服をどうするか。朝食は何を食べるべきか。今週末の休日はどこへ行き、何を観て過ごせばい
いのか。

そうした日常の些細な決断や選択に、自分はいったいどれほどの時間と集中力を浪費しているのだろうか。
迷い、悩み、迷った挙句に大して最適でもない選択をして疲弊する。私生活の中に溢れているそれらの煩わ
しさは、仕事で抱えていたあの無駄なストレスと何ら変わりがないのではないか。

仕事での迷いやノイズがこれほど綺麗に削ぎ落とされたのだから、プライベートのすべてをシステムに委ね
ればどうなるだろう。生活のあらゆる選択、あらゆる決断をシステムに最適化させれば、自分は二度と無駄
な迷いに苦しむことなく、完璧でストレスフリーな人生を手に入れられるのではないか。

その考えに至った瞬間、脳の奥で冷たい快感が走った。

人生の最適化。無駄な思考コストからの完全な解放。

私はためらうことなく、私生活のすべてをシステムへ預けるための第一歩を踏み出した。

合理の歓喜と私生活への波及



Revision #1
Created 2026-08-20 05:22:00 UTC by Hisashi KAMIMURA
Updated 2026-08-20 05:22:26 UTC by Hisashi KAMIMURA


